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専攻医
の主張

地元広島で医師として歩む

国家公務員共済組合連合会　呉共済病院　腎臓内科　神原　舞

　腎臓内科専攻医1年目の神原舞と申します。
現在は呉市の呉共済病院で勤務させていただい
ております。
　私は広島県出身で、高校卒業までは福山市で
過ごしていました。父親が医師、母親が薬剤師、
親戚にも医療従事者が多い環境で育ち、気がつ
いたら医療の世界に興味を持ち始めていたと思
います。決して成績が良かった訳でもなく、専
ら部活動や習い事をしながら過ごしていた記憶
があります。高校に進学し、進路について考え
なければならない時期を迎え、将来の夢として、
自然と医療従事者が選択肢として浮かびました。
家庭環境ももちろん大きかったですが、小学生
の頃に祖父を病気で、さらに立て続けに友人を
事故で亡くした経験が、私に非常に大きな影響
を与えました。突然命が失われるという現実を
経験し、「いつかは自分の手で誰かの命を救え
るようになりたい」と思い、医師を志すように
なりました。
　1年間の浪人を経て医学部に合格し、大学進
学を機に上京しました。医学部入学から初期研
修終了までの計8年間を東京で過ごしましたが、
地方出身の私にとっては東京での生活は全てが
新鮮で刺激的なもので、多くの学びがありまし
た。多様な価値観に触れ、医療の現場において
も最先端の知識や技術に触れることができたこ
とは、現在の私の礎となっていると思います。

　診療科を選ぶに当たって、体液管理や電解質
管理といった、いわゆる全身管理ができ、加え
てPTAやシャント作成、PDカテーテル留置な
ど外科的手技も多くある腎臓内科に魅力を感じ
ました。さまざまな臓器や疾患と深く関わって
おり、長期にわたり患者さんと関わっていくこ
とができる腎臓内科へ進むことを決めました。
　東京でも恵まれた環境と人間関係の中で充実
した日々を送っていましたが、いずれは地元の
広島で働きたいという気持ちが強く、この度、
専攻医になるタイミングで広島大学へ入局する
ことを決意いたしました。知り合いもほとんど
おらず、4月はとても緊張していたことを覚え
ています。現在は、熱心にご指導してくださる
先生方、温かく支えてくださる医療スタッフの
皆さまに囲まれ、忙しくも非常に充実した日々
を送っています。
　日々の診療を通して、自身の至らなさを痛感
することも多々ありますが、その経験一つひと
つが今後の成長につながっていると思います。
まだまだ未熟ではありますが、患者さん一人ひ
とりの人生に寄り添い、信頼される腎臓内科医
となれるよう、今後も研鑽を積んでいきたいと
考えています。感謝を忘れず、初心を忘れず、
少しでも広島の医療に貢献できるよう努力を重
ねていく所存です。今後もご指導ご鞭撻のほど
どうぞよろしくお願いいたします。

令和7年度下半期 広島県医師会会費等（A会員）の引去り日程について
広島県医師会　経理課

　本会A会員の会費等の納入につきましては、会員本人あるいは所属する医療機関に支払われる
診療報酬払込口座等から振替するよう規定されております。
　令和7年度下半期は、以下の日程で指定口座から引き落とします。

広島銀行、もみじ銀行
広島信用金庫の場合 その他銀行の場合

令和8年
2月20日㈮ 2月20日㈮

3月23日㈪ 3月23日㈪
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